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に^ メモ： コン ピュータを使いやすくするための重要な情報を説明しています。 

へ を 意； /、ードウエアの 提な またはデータの換をの可巧性あることを示し、巧 B を回巧するち法をが巧しています。 

^ 警告； 物的損害、 けが、まわは巧 t の巧因となる可おながあることを示しています。 
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バッジ背面ライトの交換 

Dell Studio XPS ™ 435 T / 9000 サー ビスマニ ュ TV レ 

^ 警告； コンピュータ巧部の作業を枯める前に、お巧いのコンピューかこ付属しているガイドの、安全にお巧いいもだくためのま意事項をお«み<ださい。巧をにお巧いいただけこめ 
のべストプラクティスのを加情巧に曲しては、規制順守ホームぺージ www . dell . com / regulatory . compliance をご)!ください。 

1. 巧業を閱始ずる 前に の手 IIIM じなって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします ( コンピュータカバーの取り かけ を参照）。 

3. 前面パネルを取り列•します ( 前面パネルの 交換 を 参照）。 

4. タブをバッジ背面ライトから難れるように押し、バッジ背面ライトを前面パネルから持ち上げて取り出しまず。 



1 

バッジ背面ライト 

2 

バッジ背面ライトケーブル 

3 

タブ (3) 




5. バッジ背面ライトを取り付けるには、バッジ背面ライトの巧を前面パネルの突起に合わせます。 

6. カチッと巧をの位置に収まるまで、バッジ背面ライトを巧し下げます。 

7. バッジ背面ライトのケーブルを再接続します。 

8. 前面パネルを取り付■けます （ 前面パネルの交抱 をを蹈）。 

9. コンピュータカバーを取りかけます ( コンピュータカバーの取りが け を巻照）。 
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作業を開始する前に 

Dell Studio XPSt " 435 MT サー ビス マニュアル 

♦ 遞 

♦ 奨励する ツール 
♦ コンピュータの電源を切る 
♦ を全にお巧いいただくためのま 恵 

本章では、お使いのコンピュータからコンポーネントを取りかしたり、取り付けたりする手順じついて説明します。特に指示力嘴い限り、それぞれの手順ではな下のを件を満たしていることを前提としま 
す。 

I コン ピュータの電源を切 る と 安全 I こおほいいただ < ためのを 恵 の 手順をすでに完了していること。 

I コン ピュータに同描の、を全に関する情報を読んでいること。 

I コンポーネントを交換したり、別途鹿入している場合は、取りかし手順とをの順番で取り付けができること。 


仕様 

お使いのコンピュータの仕巧に関しては、コンピュータに同おの『セットアップガイド j 、 またはデルサポートサイト support . jp . dell . com を参照してください。 


奨励するツール 

本書で説明する操作には、な下のツールが必要です。 

I 小型のマイナスドライバ 
I 小型のプラスドライバ 
I 小型のプラスチックスクライブ 

I デルサポートサイト support . jp . dell . com で入手できるフラッシュ BIOS 実行可能アツブデートプログラム 


コンピュータの電源を切る 

A を意； デ-夕の換をを防ぐもめ、開いているすぺてのファイルを巧ちしてから R じ、実行中のすべてのプログラムを巧了してから、コンピュータの■おを切 y ます。 

1. オペレーティングシステムをシャットダウンします。 

2. コンピュータとすべての周辺機器の電源が切れてし、ることを確認します。オペレーティングシステムをシャットダウンした際にコンピュータおよび取り付けられているデバイスの電源が自動的に切 
れなかった場合は、電源ボタンを4巧な上巧し続けて電源を切ります。 


ま全にお使いいただくためのを意 


コン ピュータへの損傷を巧ぎ、ご自身をを険から守るため、次の安全に関するま意事谢こ従ってください。 


^ 警告； コンピュータ巧巧の作業を抬める前に、お巧いのコンビュータに付■しているガイドの、安全におないいただくためのを意事巧をおおみくださし、を全にも'巧いいただ<ため 
のべストプラクティスの追な]情報に H しては、規制顆サホームベージ www . dell . com / regulatory_compliance をご)|<ださい。 


A 號 試む綿ミ?离点常れ黛巧殻ぶ觀5為さ去'激でもめ指ら結'器*辑 r 作*)にが••は' 帥の如となけせん。コンむ-かこ付■し 


A を意； ケーブルを外す防こは、ケーブルそのものを引っ巧らず、コネクタまたはそのブルタブを持って引き巧いてください。ケーブルによっては、ロックタブ付きのコネクタがあるケ 
—ブルもあります。このタイプのケーブルを巧りかすときは、ロックタブを押し入れてからケーブルを巧きます。コネクタを巧 < 巧には、コネクタピンを曲げないように、まっすぐ引き 
ないて < ださい。また、ケーブルを巧なする巧は、而ホのコネクタの向きが合っていることを巧店してください。 

ま意： コンピュータの巧化巧ぐため、コンピュータ巧®の巧業を治める前に、ホの手順を実行します。 

1. コン ピュータのカバーに傷がつかなし、ように、作業台が平らであり、巧れてし、ないことを確認します。 

2. コン ピュータの雷源を切ります ( コンビュ~夕の雷源を切る ホき照）。 













A を意； ネットワークケーブルを外すには、まずケーブルのプラグをコンピュータからかし、巧にケーブルをネットワークデバイスからホします。 

3. 電話ケーブルやネットワークケーブルをすべてコンピュータからかします。 

4. コンピュータ、および取りかけられているすべてのデバイスをコンセントから巧します。 

5. システムのコンセントが外されている状態で、電ミ原ボタンをしばら<巧して、システム基キ反の詩電気を除去します。 


A 蓋丢 品品識我禪里背-前がを視す-る々も面れのも■哉■常%^^^^ さ体。*•が除去し"だか。作*中も' 董装されていか、 
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PCI Express 力ードの交換 

Dell Studio XPS ™ 435 MT サー ビス マニュアル 

♦ PCI Express 力~ドの取り夕七し 

♦ PCI Express 力ードの取り付け 
♦ 力ード固をブラケットの取り付け 

♦ PCI Express 力ードの取りタト し' または取りがけ後のコンピュータの設定 

^ 警告； コン ピュータ巧巧の作業をおめる前に、お巧いの コン ピュータに付属しているガイドの、まをにも’巧いいもだ<ためのを意事巧をお »み< ださい。巧をにお巧いいただけこめ 
のべストプラクティスの追な]情巧に関しては、規制順守ホームぺージ www . dell . com / regulatery_compliance をご)!ください。 


PCI Express 力ードの取り外し 

1. PCI Express 力ードのドライバとソフトウェアをオペレーティングシステムからアンインストールします。詳細に関しては、『セットアップガイド J を参照してください。 

2. 巧業を閱始ずる 前に の 手順に化って作業して < ださい。 

3. コンピュータカバーホ取りかします ( コンピュータカバーの交 抱 を 参睛）。 

4. 力ード固定ブラケットを固定しているネジをがします。 

5. カード固定ブラケットを引き上げて取りかし、ま全な場所に置いておきます。 



1 

力ード固をブラケット 

2 

フイ ラー ブラケット 


6. 必要に応じて、カードに接続されたケーブルをずベてかします。 

7. 固定タブを押し、カードの上端のちをつかみ、コネクタから慎重に取りかします。 




1 

PCI Express xl 6 力ード 

2 

固をタブ 















































3 

PCI Express xl 力ード 

4 

PCI Express xl 力ードスロット 

5 

PCI Express xl 6 力ードスロット 




8. 既存の力ードを取り替える場合は 、 PCI Express 力ードの取り付 •け の ステップ6 へ進んで〈ださい。. 

A 注意； コンピュータの FCC BIE を巧たすため、をの力ードスロット H 口細こはフイラーブラケットを巧り付けるあまがあります。また、フイラーブラケットをち着すると、コンピュー 
夕をほこりやゴミから巧護できます。 

9. をになった力ードスロットの開口部にフイラーブラケットを取りがけます。 

10. 力ード固定ブラケットを取りがけます けード固定ブラケットの取りが け を参照）。 

11. コンピュータカバーホ取りかけます ( コンピュータカバーの交 巧 を を睛）。 

12. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

13. 取り外しイ乍業を完了するには 、 PCI Express 力ードの取り巧し.または取りがけ後のコンピュータの巧 定 を参鹿して〈ださい。 


PCI Express 力ードの取り付け 

1. 巧業を開始ずる 前に のキ IIIM じがって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーホ取りがします ( コンピュータカバーの交 抱 を参睛）。 

3. 力ード固定ブラケットを固定しているネジをかします。 

4. 力ード固定ブラケットを引き上げて取り外し、安全な場所に置いておきます。 

5. フイ ラーブラケットを取り巧して、力ードスロットのをきを巧ります。 

6. 力ードを取りかける準楠をします。 

力ードの設定やカスタマイズ、および内卽巧続方法については、力ードに付属のマニュアルを参照してください。 

7. 力ードをコネクタに合わせます。 

。 メモ： PCI Express 力ードを xl 6 コネクタじ取り付けてし、る場合は、固定スロットと固定タブが揃うようにしまず。 

8. 力ードをコネクタに置き、しっかりと巧し下げまず。力ードカなロットに完全に装着されているか確認します。 



1 

位置合わせバー 

2 

完全に装着されたカード 

3 

完全に装着されていなしけード 

4 

位置合わせボイド 

5 

スロット巧のブラケット 

6 

ス□ットの外側にはみ出したブラケット 

































9. 力ード固をブラケットを取りけ•けます ( 力ード固ずブラケットのおり付•け ホきお）。 


A を意； 力ードケーブルは、力ードの上や後ろ側に配なしないでください。ケーブルを力ードの上に E 巧すると、コンピュータカバーがきちんと田まらなかったんち置が換傷する巧 
因にな y ます。 

10. 必要なすべてのケーブルを力ードに巧結します。 

力ードのケーブル巧結については、力ードにが属のマニュアルを参照してください。 

11. コンピュータカバーホ取りかけます ( コンピュータカバーの交椎 をを睛）。 

12. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

13. インストールを完了するには 、 PCI Express 力ードの取り外し、または取り付けをのコンピュータの 設定を 参照してください。 


力ード固定ブラケットの取り付け 

巧を確認しながら力ード固をブラケットのネジを取りがけます。 

I 力ードまたはフイラーブラケットの上部の切り込みが、位置合わせガイドと合っている。 
I すべての力ードとフイラーブラケットの上端がを置合わせパーと平らに揃ってし、る。 

I ガイド留め具力げイド切り込みに揃ってし、る。 



1 

位置合わせガイド 

2 

フイ ラー ブラケット 

3 

巧置合わせバー 

4 

力ード固をブラケット 

5 

ボイド留め具 (2) 

6 

ガイド切り込み (2) 


PCI Express 力ードの取り外し、または取り付け後のコンピュータの設定 

じ メモ： コネクタの位置については、『セットアップガイド J を参照してください。お使いの力ードのドライバおよびソフトウェアのインストールに関する情漸ホ、力ードに同巧の説明書を参照して<ださ 
い。 



巧 y かけ 巧み 

巧 y ホし巧み 

サウンドカ 
—ド 

1. セットアップユーティ IJ ティをお動します （セットアップユーティ ij ティ ホ卷昭）。 

1. セットアップユーティ U ティホお動します （セットアップユーティ u ティを を昭）。 

2. Advanced Chipset Features に移動し、 Onboard Audio Controller 
を選巧して、設定を Disabled に変更します。 

3. 外付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続します。 

2. Advanced Chipset Features に移動し、 Onboard Audio Controller 
を選巧して、設定を Enabled にを要します。 

3. 外付け才ーディオデバイスをコンピュータの背面パネルコネクタに接続します。 

ネットワー 
クカード 

1. セットアップユーティリティを起動します （セットアップユーティリ ティを 参照）。 

1. セットアップユーティリティを起動します (セットアップユーティリ ティを を.頃）。 

2. Advanced Chipset Features に移動し、 Onboard LAN Controller を 
選巧して、設定を Disabled に変更します。 

2. Advanced Chipset Features (こ移動し、 Onboard LAN Controller を 
選巧して、設定を Enabled じ変更します。 








































3. ネットワークケーブルをネットワークカードのコネクタに巧統します。 


3. ネットワークケーブルを内蔵ネットワークコネクタに接続しまず。 
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バッテリの交換 

Dell Studio XPSt " 435 MT サー ビス マニュアル 


^ 警告； コン ピュータ巧巧の作業を巧める前に、お值いの コン ピュータに付属しているガイドの、ま全にお使いいただ<ためのを意事巧をお»み<ださい。を全にお巧いいただ<ため 
のペストプラクティスの追加情報に H しては、規制順守ホームベージ www . dell . com / regulatory _ compliance をご)|<ださい。 

A 警告； 新しいバッテリは、正しく巧 y 付けないと巧巧するおそれがを y ます。バッテリを交換する場合は、同じバッテリ、または製造元が推巧する同等のバッテリのみを巧用して< 
ださい。巧用巧みのバッテリは、製を元の指示に巧って巧索してください。 

1. セットアップユーティリティのすべての画面を記録しておくと （ セットアップユーティリ ティ を 参照）、 ステップ10 で正しい設定に復元することができます。 

2. 巧業を開始ずる 前に の 手 II 盾に従って作業してください。 

3. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの交 巧 を を照）。 

4. バッテリソケットの位置を確 f おします （ システム某おのコンポーネント をを暖）。 

A を意： 道具（巧#のがくないもの)をを用してパッテリをソケットから巧り出す場合は、巧具がシステム基おに触れないようを意してください。必ず、バッテリとソケットの旧に道具 
をな実に挿入してから、バッテリをホして < ださい。それをるる t バッテリソケットがかれたリ、システム塞巧の回巧を切断するなど、システム基巧に損傷を与えるおそれがあ y ま 
す。 



[if バッ于リ(プラス側)] sj バッテ ' J リリー又レバー I 

5. バッテリリリースレバーを慎重に巧してバッテリから巧すと、バッテリが持ち上がります。 

6. システムからバッテリを取り外し、適切に廃棄します。 

7. プラス側を上に向けて新しし V くッテリをソケットに挿入し、所定の位置にカチッと収めます。 



1 

バッテリヴラス測） 

2 

バッテリリリースレバー 


8. コンピュータカバーを取り付けます ( コンピュータカバーの巧 お を 参,頃）。 

9. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

10. セットアッブユーティリティホお動 （ セットアップユ~ティリ ティ を を照）して. ステップ1 で記録した設定に戻します。 
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コンピュータカバーの 交換 

Dell Studio XPSt " 435 MT サー ビス マニュアル 

么 警告； コンビュータ巧却の巧業を巧める前に、お使いのコンビュータに付属しているガイドの、安全にお巧いいもだ<もめのを意事項をお«み<ださい。巧全にお巧いいもだ<ため 
のペストプラクティスの追加情報に H しては、規制順守ホームベージ www . dell . com / regulatory - Compliance をご)|<ださい。 

^ 警告； 巧電、ファンブレードによるち巧、その化の予期しないを巧を巧ぐために、カバーを曲く前に必ず、コンピュータの■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

八， ホ意： カバーを M いたシステムでのホ*ができるように、広さ30 cm な上の十分なスベースが作業台上にあることを巧度してください。 

1. 巧業を開始ずる 前に の手 II おじがって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーを上向きにして、コンピュータを横に剧します。 

3. 必要に応じて、鍵を開けます。 

4. マイナスドライバを使用して、カバーを固定している2本のネジを外します。 



1 

コンピュータカ/く一 

2 

コンピュータの前面 

3 

ネジ (2) 

4 

カバーつまみ 


5. カバーつまみをコンピュータ背卽に向かって引き、コンピュータからカバーを持ち上げて外します。 

6. カバーをを全な場所に置いておきます。 

7. コンピュータカバーを取り付けるには、取り外し手順を逆の順をで実行します。 
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プロセッサの取り付け 

Dell Studio XPSt " 435 MT サー ビス マニュアル 

警告； コンビュータ巧巧の巧業を巧める前に、お使いのコンビュータに付属しているガイドの、安全にお巧いいもだくもめのを意事巧をお«み<ださい。巧全にお巧いいもだ<ため 
のペストプラクティスの追加情報に H しては、規制順守ホームベージ www . dell . com / regulatory_compliance をご)|<ださい。 

A を意； ハードウエアの巧 y 外しと巧 y 付けに«れている方なかは、なの手旧を巧わないで<ださい。これらの手順は正し<斤わないと、システム基巧に損«を与えるおそれがわ y ま 
す。巧巧的なサービスに曲しては、『セットアップガイド J を参巧してください。 

1. 巧業を閱始ずる 前に の 手順じがって作業して<ださい。 

2. コンピュータカバーホ取りがします ( コンピュータカバーの交 抱 を 参睛）。 

A 警告； プラスチック製のシールドがわっても、プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリは通常の動作中に高涅になる場合がわ y ます。それらに触れる前には十分に時 ra を 
かけ、る巧が下がっていることをな B してください。 

3. 電源ケーブルを、プ□セッサ用の電;嗎コネクタ （ PWR 2) およびシステム基板上の主電源コネクタ （ PWR 1) からかします （ システム基板のコンポーネント を参照）。 

4. コンピュータからプ□セッサファンおよびヒートシンクアセンブリを取りがします （ プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリの 交換 を 参照）。 

。 メモ： ま斤ししづロセッサに新しし、ヒートシンクが必要な場合を除き、プロセッサ交換の瞭には5のヒートシンクアセンブリを再利用します。 

5. リリースレバーを押し下げて、レバーを固定しているタブから巧します。 

6. プロセッサカバーを開きます。 



1 

プロセッサカバー 

2 

プロセッサ 

3 

ソケット 

4 

リリースレバー 


7. プロセッサを持ち上げてソケットから取り外し、安全な場巧に保管します。 

ま斤しいブロセッサをソケットにすぐに取りがけられるよう、リリースレバーはリリース位置に広げたままにしておきまず。 

ホ意： プロセッサを巧 y ホした川 ay かける巧は、ソケット巧彻のピンに触れたんピンの上に巧を落とさないようにしてください。 
A を意： コンピュ-夕 W 面のを装されていないを属面に曲れて、身体から#をお去してください。 


8. おししヴロセツサを巧包から取り出します。プロセッサの底部に触らないように気をつけてください。 
















1 

プロセッサカバー 

2 

タブ 

3 

位置さわせ切り込み (2) 

4 

プロセッサ 

5 

ソケット 

6 

センターカバーラツチ 

7 

リリースレバー 

8 

プロセッサ1番ピンインジケータ 


9. ソケット上のリリースレバーが完全に開いていない場合は、その位置まで動かします。 

を意： コンビュータの■巧を入れる巧にプロセッサとコンピュータに A なできない損傷をちえることを巧けるため、プロセッサをソケットに正しくち着してくださし、。 

A を意； ソケットピンは損傷しやすいものです。揉傷を巧ぐもめ、プロセッサとソケットが正し<»っでいるかな B し、プロセッサの巧 y 付け時に無理な力を化えないようにを意してく 
ださい•システム基巧上のピンに触れたリ、ピンを曲げたりしないようを意してください。 

10. プ□セッサの前面と背面の位置合わせ用切り込みを、ソケットの前面と背面の位置合わせ用切 y 込みに合わせます。 

11. プロセッサとソケットの1番ピンの角を合わせます。 

ま意； 損«を巧ぐため、プロセッサとソケットが正しく»っているか巧店し、プロセッサの巧 y 付け時に*巧な力をかえないようにを意してください。 

12. プ□セッサをソケットに軽く置いて、プロセッサが正しい位置にあるか確認します。 

13. プ□セッサがソケットに完全に装着されたら、プロセッサカバーを閉じます。 

。 メモ： ブロセッサカバーのタブがソケットのセンターカバーラッチの下にあることを痛認します。 

14. ソケットリリースレバーをソケットの元の位置にはめ込み、プロセッサを固をします。 

15. ヒートシンク底面に塗ってあるサーマルグリースを巧き取ります。 

ま意： 巧しいサーマルグリースををってください。巧しいサーマルグリースはち切なが巧合を巧つためにきわめて重巧で、プロセッサが最適に動作するための化須ホ件です。 

16. プ□セッサの上面にサーマルグリースを新たに塗布します。 

17. プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリを取りがけます （ プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリの交袍 ホを照）。 

A ホ意： プロセッサファンおよびヒ-トシンクアセンブリが正し<装着され、しっか y 固をされているか巧昆します。 

18. 電源ケーブルをプロセッサ用の雷源コネクタ （ PWR 2) およびシステム其あ上の主雷源コネクタ （ PWR 1) じ巧統します （ システム某板のコンポーネント を参睛）。 

19. コンピュータカバーを取り付けます (コンピュータカバーのを 渔を 参照）。 


20. コンピユータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 















目次に戻る 
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ドライブの交換 

Dell Studio XPSt " 435 MT サー ビス マニュアル 

♦ ハードディスクドライブの交換 
♦ 光学:ドライブの交換 

♦ FlexDock の交換 

♦ FlexDock 簡易金属 板の取り列•し 

♦ FlexDock ドライブインサートの巧幢 

♦ ドライブパネルインサートの巧りがけ 

^ 警告： コンピュータ巧却の作業を巧める帆こ、お巧いのコンピュータに付属しているガイドの、安全にお巧いいもだ<ためのま意事巧をお»み<ださい。ををにお巧いいただくもめ 
のべストプラクティスの追化情巧に巧しては、規制順守ホームぺージ www . dell . com / regulatory_compliance をご J |< ださい。 

^ メモ： システム基巧は IDE デバイスをサポートしません。 

。 メモ： 3.5 インチ FlexDock は、/\-ドディスクドライブキヤリアと互換性がありません。 


ハードディスクドライブの交換 

A を意： 巧しておきたいデ-夕を巧をしている"-ドディスクドライブをさする場合は、ファイルのバックアップを巧ってから、ホの手旧を M 巧します。 

1. 作業を開始ずる 前に の 手順になって作業してください。 

2. コンピュータカバーを 取りがします ( コンピュータカバーの 交 あ を 参照）。 


3. 電源ケーブルとデータケーブルをハードディスクドライブからかします。 

。メモ；この時点では别のドライブを取り付けない場合、データケーブルのもう一方の端をシステムを板からかして保管しておきます。データケーブルは、後ほどハードディスクドライブを取 
U " り付けるときに使用できます。 



1 

ネジ (4) 

2 

システム基板コネクタ(使用可能な SATAO 、 SATA 1、 SATA 2、 および 
SATA 3 つ才、クタ） 

3 

データケーブル 

4 

電源ケーブル 

5 

ハードディスクド 
ライブ 




4. ハードディスクドライブをシャーシに固定している4本のネジをかしまず。 

と^ を意： "ードディスクドライブの巧 y ホしまたは巧 y 付けの巧、/ドディスクドライブの回を基姑こ«をかけないようにを*してください。 

5. ドライブをコンピュータの背面に向かって引き出します。 


6. ハードディスクドライブを交換ずる場合は、ドライブのマニュアルをチェックして、ドライブがお使いのコンピュータ用に設定されているかを確認してください。 






















7. ハードディスクドライブをハードディスクドライブベイに挿入しまず。 


8. ハードディスクドライブの4つのネジ巧をハードディスクドライブベイのネジ巧と揃えます。 

9. M - ドディスクドライブをシャーシに固定する4本のネジを取り付けまず。 

10. 電源ケーブルとデータケーブルをドディスクドライブに怯続します。 

11. すべてのケーブルが正しく接続され、しっか y と装着されていることを確認します。 

12. コンピュータカバーホ取 LJ かけます ( コンピュータカバーの交 抱 を 参暗）。 

13. コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 


光学ドライブの交換 

1. 巧業を開始ずる前 I こ の手順に従って作業してください。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーのな 巧 を を照）。 

3. 前面パネルを取りみします （ 前面パネルの交 抱 を を照）。 



1 

ネジく2) 

2 

システム基キ反コネクタ(巧巧可能な SATA 0、 SATA 1、 SATA 2、 および 
SATA 3 コネクタ） 

3 

電源ケーブ 
ル 

4 

データケーブル 

5 

光学ドライ 
ブ 




4. 電源ケーブルおよびデータケーブルを光学ドライブの背面から巧します。 

じ メモ； 現在コンピュータに光学ドライブが1台しか取り付けられておらず、そのドライブを取り外して、当面は別のドライブを取り付けない場合は、データケーブルをシステム基キ反から外し 
て保管しておきます。 

5. 化をドライブをシャーシに固をしている2本のネジを外します。 

6. 化をドライブを押してスライドさせ、コンピュータの前面から取り出します。 

7. ドライブを交換しない場合は次の手順を実行します。 

a . ドライブパネルインサートを取り付けます （ ドライブパネルインサートの巧り 付け を 参辟-)。 
t ). ステップ 12 1 こおみます。 


8. 光学ドライブを取り付けたり、新しいドライブを取り付ける場合は、そのドライブを所定の位置にスライドさせます。 





















9. 光学ドライブのネジスロットを光学ドライブベイのネジ巧に合わせます。 

10. 化をドライブをシャーシに固をずる2本のネジを取り巧けます。 

11. 電源ケーブルとデータケーブルを化をドライブに巧結します。 

12. 前面パネルを取り讯ナます （ 前面パネルの交 抱 を を招）。 

13. コンピュータカバーホ取 LJ かけます ( コンピュータカバーの交 抱 を 参隔）。 

14. コンピュータおよびデバイスをコンセントに}童結して、電源を入れまず。 

己 イモ： 新しいドライブを取 y 付ける場合は、ドライブ操作のために必要なソフトウェアのインストールに関するドライブ付属のマニュアルを参照してくださし、。 

Flex Dock の交換 

1. 巧業を閱始ずる 前に の キ IIIM じがって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーホ取りがします （ コンピュータカバーの交 抱 を 参睛）。 

3. 前面パネルを取り列•します （ 前面パネルのを 巧 を をお）。 



1 

カスタムネジ （2) 

2 

FlexDock USB つネ 、クタ （ F _ USB 4) 

3 

FlexDock USB ヶーブル 

4 

FlexDock 


4. FlexDock 背面、およびシステム基板上の FlexDock USB コネクタ （ F _ USB 4) 力、ら FlexDock USB ケーブルをかします （ システム基キ反のコンポーネント をき照）。 

5. FlexDock を固ましている2本のネジをかします。 

6. コンピュータの前面から FlexDock を引き出します。 

7. FlexDock を交換しない場合は、ドライバパネルインサートを取りかけ （ ドライブパネルインサートの巧りけけ をを照）、手順 ステッブ 13 1 こおみます。 

8. 新しい FlexDock を取り付ける場合は、な下の手順を実巧します。 

a . 必要に応じて、ドライブパネルインサートを取りかします （ ドライブパネルインサートの取り仲 ナ ホ参昭）。 

b . FlexDock 簡易金属あがある場合は、それを取りかします ( FlexDock 簡易金属板の取り かし を 参照）。 

仁 FlexDock を袖包材から取り出します。 

9. FlexDock を FlexDock スロットの所定の位置へ慎重にスライドさせます。 
























10. NexDock のネジ巧を FlexDock スロットのネジ巧に合わせます。 

11. FlexDock を固をする2本のネジを取り付けます。 

。メモ： FlexDock ケーブルをち統する前に、 FlexDock が取リ付けられていることを確認してください。 

12. FlexDock USB ケーブルを、 FlexDock の背面と、システム基巧上の FlexDock USB コネクタ （F USB 4) に巧結します （ システム其キ反のコンポーネント ホを照）。 

13. 前面パネルを取り怖ナます （ 前面パネルの交袍 をを暖）。 

14. コンピュータカバーホ取りかけます ( コンピュータカバーの交袍 をを睛）。 

15. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


FlexDock 簡易金属板の取り外し 

プラスドライバの先端を簡易金属板のスロットに合わせ、ドライバを外側に回転させて金属板を破り、取り巧します。 



FlexDock ドライブインサートの交換 

^ を意： FCC 規定に#班するため、コンビュータから FlexDock を巧 y ホす場合は、巧に FlexDock ドライブインサートを®1リかけることをお勧めします。 

1. 前面パネルを取りかします （ 前面 I / O パネルので 梅 を 参輯）。 

2. インサートレバーを巧側へ慎重に押して、□ックを巧します。 

3. FlexDock ドライブインサートを前面パネルから弓陪出します。 

4. FlexDock ドライブインサートを取り付けるロホ、 FlexDock ドライブベイカバーを所定の位置に合わせます。 

5. インサートレバーを前面パネルに向かって所定の位置にカチッと化まるまで押し込みます。 




















1 

前面パネル 

2 

インサートレバー 

3 

FlexDock ドライブインサート 




ドライプ/《ネルインサートの取り付け 

ドライブパネルインサートを FlexDock 、 またはホ芋ドライブのをきスロットの端に合わせ、インサートパネルを巧まの位置でカチッと収まるまで巧し込みます。 

A ?ち意： FCC 規ミに単巧するため、コンピュータから FlexDock を巧 y 巧す場合は、かこ FlexDock ドライブインサートを巧リせけることをお動めします。 
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ファンの交換 

Dell Studio XPSt " 435 MT サー ビス マニュアル 

♦ シャーシファンの取り付け 

♦ プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリの交換 

^ 警告： コンピュータ内部の作業をせめる前に、お巧いのコンビュータに付属しているガイドの、安全にお巧いいただくためのま意事巧をお技み<ださい。巧をにも'巧いいただ<ため 
のべストプラクティスのを化情巧に曲しては、規制順守ホームぺージ www . dell . com / regulatory _ compliance をご)|ください。 

シャーシフアンの取り付け 

/\ を意： シャーシファンを巧 y ホす巧に、ファンブレードに触れないでくださし、。ファンが損傷するおそれがあ y ます。 

1. 巧業を開始する 前に の 手順に;走って作業してください。 

2. コンピュータカバーを取りかします ( コンピュータカバーの 交換 を 参照）。 

3. シャーシファンケーブルを、システム基巧ファンコネクタ （ AUX _ FAN 1) から列■します。 

4. シャーシファンを固定してし、る4本のネジを外します。 

5. シヤーシフアンをコンピュータから持ち上げます。 



1 

ネジ (4) 

2 

シヤーシフアン 


6. シヤーシフアンを取り付けるには、コンピユータの背面に向けて所定の位置にスライドさせます。 

7. シヤーシフアンを固定する4本のネジを取り付けます。 

8. シヤーシフアンケーブルをシステム基板フアンコネクタ ( AUX _ FANU に}童結します。 

9. コンピュータカバーを取り付けます (コンピュータカ/く一の 交換を 参照）。 


プロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリの交換 

A 警告； プラスチック製のシールドがをっても、プロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリは通常の動作中に高置になる場合がち y ます。プロセッサフアンおよびヒートシンクア 
^ センブリになれるかには十かに時阳をかけ、あ巧が下がっていることを巧 B してください。 

/\ ま意； プロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリは単一のユニットです。フアンだけを単巧で巧 y 巧さないでください。 

1. 巧業を閱始ずる 前に の手 IIIM じなって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーを取りがします （ コンピュータカバーのを 抱 をを照）。 


























3. システム基板の FAN _ CAGE コネクタからフアンケーブルをかします （ システムを巧のコンボーネント を参照）。 

4. プ□セッサフ アン およびヒートシンクアセンブリの上に配線されているケーブルをずべて慎重にまとめます。 

を意： プロセッサのホ巧巧果を最大にするため、プロセッサヒートシンクの巧な®分に曲れないでください。巧 fl 旨がつ<とサーマルバッドの巧み能力が巧下する場合がわ y ます。 

5. プ□セッサフ アン およびヒートシンクアセンブリを固をする4本のネジを繰めます。 

A を意； プロセッサフアンおよびヒ-トシンクアセンブリを巧 y 幻•したら、ヒートシンクのサーマルインタフエースが損傷しないように、巧面を下にするか、または*おしにして»いてく 
ださい。 

6. プロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリをコンピュータから持ち上げて取り出し、磁に置きます。 



1 

ブロセツサフアンおよびヒートシンクアセンブリ 

2 

巧まネジく4) 

3 

ブロセツサフアンおよびヒートシンクアセンブリケーブル 




に^ メモ： お使いのコンピュータのプロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリは、前掲の図とは異なる場合があります。 

7. プ□セッサフ アン およびヒートシンクアセンブリを取り忖けるには、ヒートシンクの直部からサーマルグリースを巧き取ります。 

A ま意： 新しいサーマルグリースををってください。新しいサーマルグリースは巧切ななを合を巧つためにきわめて重要で、プロセッサが最 a に動作するための化巧を件です。 

8. プ□セッサの上面にサーマルグリースを新たに塗ホします。 

9. プ□セッサフ アン およびヒートシンクアセンブリの4本のネジを、システム基板のネジ巧に揃えます。 

10. プ□セッサフ アン およびヒートシンクアセンブリを固をする4本のネジを姉めます。 

。 メモ： ブロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリが正し〈装着され、しっかり固定されてし、るか確認します。 

11. プ□セッサフアンおよびヒートシンクアセンブリのケーブルを、システム基板の CPU _ FAN コネクタにち結します トンステム基板のコンポーネント を参照）。 

12. コンピュータカバーホ取りかけます ( コンピュータカバーの交 巧 を を睛）。 

13. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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前面パネルの交換 

Dell Studio XPS ™ 435 MT サー ビス マニュアル 

么 警告； コンビュータ巧却の巧業を巧める前に、お使いのコンビュータに付属しているガイドの、安全にお巧いいもだ<もめのを意事項をお«み<ださい。巧全にお巧いいもだ<ため 
のペストプラクティスの追加情報に H しては、規制順守ホームベージ www . dell . com / regulatory _ compliance をご)|<ださい。 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に化って作業してください。 

2. コンピュータカバーを取りかします (コンピュータカバーのを 塑を 参照）。 



1 

前面パネルつまみ (3) 

2 

前面パネル 

3 

前面パネル留め具 (3) 

4 

留め具挿入部分 

5 

コン ピュ ータの 背面 




3. 前面パネルつまみを1つずつつかんで持ち上げ、コンピュータの前面からかします。 

4. 前面パネルを回西させて コン ピュータの前面から引き離し、留め具挿入部分から前面パネル留め具をかします。 

5. 前面パネルを取り忖けるには、前面パネル留め具を留め具挿入部分に合わせてはめ込みます。 

6. コンピュータの方向に前面パネルを回転させて.コンピュータ前面の戸斤定位圍こカチッと固まします。 

7. コンピュータカバーを取り付けます ( コンピュータカバーの交換 を 参照）。 


且ジに屋る 
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前面 I / O パネルの交換 

Dell Studio XPSt " 435 MT サー ビス マニュアル 

么 警告； コンビュータ巧却の巧業を巧める前に、お使いのコンビュータに付属しているガイドの、安全にお巧いいもだ<もめのを意事項をお«み<ださい。巧全にお巧いいもだ<ため 
のペストプラクティスの追加情報に H しては、規制順守ホームベージ www . dell . com / regulatory _ compliance をご)|<ださい。 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に化って作業してください。 

2. コンピュータカバーを取りがします （ コンピュータカバーのを 巧 を を照）。 

3. 前面パネルを取りかします （ 前面パネルの交 抱 を 参暖）。 

4. 必をに応じて、化張力ードをすべて取りかします （ PCI Express 力ードの交 抱 を 参隔）。 

A ま意； 後で正しく田なしなおせるよう、をケーブルの配化ち巧をメモしておいてください。ケーブルがなけていた yEg が旧違っていたりすると、コンピュータに巧 H が生じることが 
わります。 

5. I / O パネルに接続されているすべてのケーブルをシステム基板から巧します。 

6. I / O パネルをシャーシに固定しているネジを外します。 

7. 既存の I / O パネルをコンピュータから慎重に取り巧します。 



1 

I / O パネルクランプスロット 

2 

ケーブル 

3 

I / O パネルクランプ 

4 

キジ 

5 

I / O パネル 




8. 新しい I / O パネルを取り付けるには、 I / O パネルクランプを I / O パネルクランプスロットじ合わせて差込みます。 

9. I/O パネルをシャーシに固定しているネジを取り付けます。 

10. ケーブルをシステム基おじ接続します。 

11. 必要に応じて、お張力ードをすべて取りがけます （ PCI Express 力ードの 交換 を 参照）。 

12. 前面パネルを取りがけます ( 前面パネルの交披 を 参照）。 

13. コンピュ ータカバーを取 y 付けます ( コン ピュータカバーの 交赖 を 参照）。 

14. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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メモリモジュールの交換 

Dell Studio XPS ™ 435 MT サー ビス マニュアル 

^ 警告； コンビュータ巧巧の巧業を巧める前に、お使いのコンビュータに付属しているガイドの、安全にお使いいただくもめのを意事項をお«み<ださい。巧全にお巧いいもだ<ため 
のペストプラクティスの追加情報に H しては、規制順守ホームベージ www . dell . com / regulatory _ compliance をご)|<ださい。 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手 II 盾に従って作業してください。 

2. コンピュータカバーを取りがします （ コンピュータカバーの交 巧 を を照）。 

3. システム其あ上のメモリモジュールの巧置を確認します （ システム其ホ反のコンポー本 ント を参聞）。 

4. メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを、巧し開きます。 



1 

固定クリップ 

2 

メモリモジ ユール コネクタ 


5. モジュールをつかんで引き上げます。 


モジュールを取りかしに〈い場合は、モジュールを前紛こ幸を〈動かして緩め、コネクタから取り巧しまず。 


/\ を意 ； ECC メモリモジュールを巧り付けないでください。 


A を意； メモリのアップグレ-ドの房にコンピュ—夕から元のメモリモジュ—ルを巧り外した場合は、巧しいモジュールがデルから購入されたものであつても、お持ちの巧しいモジュ 
—ルとは別に巧管してください。可能な場をは、新しいメモリモジュールと元のメモリモジュールをベアにしないでください。ペアにすると、コンピュータが正し < 起曲しない場合があ 
ります。推爱されるメモリ構巧は、な下のとおりです。 

DIMM コネクタ1、2、および3にインストールされた同じメモリモジュール。 

または 

DIMM コネクタ1、2、および3にインストールされた同じメモリモジュール、および DIMM コネクタ4、5、および6にインストールされた別の同じメモリモジュール。 

じ メモ： PC 3-10600( DDR 3 1333 - MHz ) と PC 3-8500( DDR 3 1066 - MHz ) のメモリモジュールのペアを組み合わせて装着した場合、装着したモジュールのうちの遅い方のスピードで動作し 

±ホ 


6. 他のコネクタにメモリモジュールを装着する前に、プロセッサに2番目に近いコネクタである DIMM コネクタ1に単一のメモリモジュールを装着するようじしてくださし、。 



1 

DIMM I'DIMM 2、および DIMM 3コ 

2 

DIMM 4 、 DIMM 5、および DIMM 6コ 


ネクタの同じメモリモジュール 


ネクタの同じメモリモジュール 














7. モジュール下部の切り这みをメモリモジュールコネクタのタブと合わせます。 



1 

切りたき (2) 

2 

メモリモジ ュール 

3 

切り込み 

4 

メモリモジュールコネクタのタブ 


を意： メモリモジュールの損«を化ぐため、モジュールの両巧に巧#に力を入れて、コネクタにまっすぐちし込むようにしてください。 

8. >モリモジュールを、カチッと所定のた置に収まるまでしっかりと巧し込みます。 

モジュールが適切に挿入されると、固定クリップはモジュール両端の切り欠きにカチッと化まりまず。 



9. コンピュータカバーを取りかけます ( コンピュータカバーの交 抱 を を照）。 

10. コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電厢を入れます。 

11. メモリサイズが変更されたことを示すメッセージが表示されたら、 < F 1> を巧して結巧します。 

12. コンピュータじログホンします。 

13. Microsoft ® Windows ® デスクトップの My Computer (マイコンピュータ)アイコンを右クリックし、 Properties (ブロパティ)をクリックします。 

14. を投 ( General ) タブをクリックします。 

15. 表示されているメモリ （ RAM ) の容量を確認して、メモリが正し<装着されているか確認します。 
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電源装置の交換 

Dell Studio XPSt " 435 MT サー ビス マニュアル 


^ 警告； コンピュータ巧巧の作業を巧める前に、お值いのコンピュータに付属しているガイドの、ま全にお使いいただ<ためのを意事巧をお»み<ださい。を全にお巧いいただ<ため 
のペストプラクティスの追加情報に H しては、規制順守ホームベージ www . dell . com / regulatory - Compliance をご)|<ださい。 

^ 警告； 巧電、フアンブレードによるち巧、その化の予期しないを巧を巧ぐために、カバーを曲く前に必ず、コンピュータの■おプラグをコンセントから巧いてください。 


A ま意： ハードウエアの巧りみしと巧 y がけに g れているホなホは、ホの手旧を巧わないでください。これらの手順は正し<巧わないと、 コン ピューかこ m 傷を与えるをれがありま 
す。テクニカルサポートについては、『セットアップガイド J を参おしてください。 


1. 作業を閱抬ずる 前に の 丰II盾に従って作業してください。 

2. コンピュータカバーを取りがします （ コンピュータカバーの交 巧 を を照）。 

A を意： ■巧な置のケ-ブルをホす前に、を■拓コネクタの位置と ID をゾモしておいてください。 

3. 電源装置から出ている DC 電源ケーブルをたどんち続されてし巧各電源ケーブルをかします。 

じ メモ： DC 電源ケーブルをシステム基巧およびドライブから外す隐は、コンピュータシャーシ巧のタブの下の配線経路をメモしておいてください。これらのケーブルを再び取り付ける晩ホ、 
挟まれたり巧れ曲がったりしないようじ、適切に配線してください。 

4. 電源装置をコンピュータシャーシの背面に固定する4本のネジを外します。 



1 

電源装置 

2 

ネジ (4) 


5. 電源装置をコンピュータの前面に向けてスライドさせ、持ち上げます。 

6. 交換巧の電源装置を コン ピュータの後方にスライドさせます。 

A 警告； これらのネジはシステムのアース化巧の巧であるため、ネジの付けをれや紀めちれが1本でもあると、巧■のおそれがあ y ます。 

7. 電源装置を コン ピュータシャーシの背面に固定する4本のネジを取り付けます。 

を意； DC 電巧ケーブルをシャーシタブの下に R 巧します。ケーブルの巧なを巧ぐため、ケーブルは正しく SB 巧してくださし、。 

8. DC 電源ケーブルをシステム基板とドライブに接結します。 

。 メモ： ケーブルが痛実じ接統されてし、るかどうか、すべてのケーブル接結を二重にチェックします。 





















9. コンピュータカバーを取り付けます (コンピュータカバーの 交換を 参照）。 


10. コンピユータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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ゴム足の取り付け 

Dell Studio XPS ™ 435 MT サー ビス マニュアル 

^ 警告； コンビュータ巧却の巧業を巧める前に、お使いのコンビュータに付属しているガイドの、安全にお巧いいもだ<もめのを意事項をお«み<ださい。巧全にお巧いいもだ<ため 
のペストプラクティスの追加情報に H しては、規制順守ホームベージ www . dell . com / regulatory - Compliance をご)|<ださい。 

A 警告： 巧電、ファンブレ-ドによる巧を、その化のそ期しない巧巧を巧ぐために、カバ-を曲く前に必ず、コンピュ-夕の■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

1. 巧業を開始する 前に の 手順に;走って作業してください。 

2. コン ピュータを槪こ倒して置きます。 

3. ゴム足を外れるまで引っ張ります。 

4. ゴム足を交換するには、コンピュータ底部のゴム足スロットにゴム足を揃えてはめ込みます。 

5. ゴム足ピンをゴム足に巧し込んで、ゴム足をシヤーシに固定します。 



1 

ゴム足ピン 

2 

ゴム足 

3 

ゴム足スロット 




目次に戻る 
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システム基板の取り付け 

Dell Studio XPSt " 435 MT サー ビス マニュアル 

么 警告； コンビュータ巧巧の巧業を巧める前に、お使いのコンビュータに付属しているガイドの、安全にお使いいたゼ<もめのを意事項をお«み<ださい。巧全にお巧いいもだ<ため 
のペストプラクティスの追加情報に H しては、規制順守ホームベージ www . dell . com / regulatory _ compliance をご)|<ださい。 

A を意； ハードウエアの巧 y 外しと巧 y 付けに«れている方なかは、夕の手旧を巧わないで<ださい。これらの手順は正し<斤わないと、システム基巧に損«を与えるおそれがわ y ま 
す。テクニカルサボートについては、 r セットアッブガイト 1を参巧してください。 

1. 巧業を閱おずる 前に の キIIおじがって作業して<ださい。 

2. コンピュータカバーホ取りがします ( コンピュータカバーの交 抱 を 参睛）。 

3. システム其あの拖張力ードをすべて取り外します （ PCI Express 力ードのを梅 を 参照）。 

A 警吿； プラスチック製のシールドがわっても、プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリは通#の勘作中にち迅になる場含があ y ます。それらに触れる前には十分に時 W を 
かけ、涅度が下がっていることを巧 e してください。 

4. プ□セッサを取りかします ( プロセッサの取り付け をを照）。 

5. メモリモジュールを取り外し （ メモリモジュールの 交換 を 参照）、システムを板の交換をに同じ場巧にメモリモジュールを取り付けることが出まるよう、どのメモリモジュールをどのメモリソケットカ、 
ら取り外したかを記録します。 

A を意； 後で正しく配#し直せるよう、をケーブルの K # ち巧と位置をメモしておいてください。ケープルがをけていたり配»が田*っていたりすると、コンピュータに巧 H が生じるこ 
とがあります。 

6. システム基板からすべてのケーブルを巧します。 

7. システム基板をシャーシに固定する8本のネジをがします。 


□ 

D 



解は 


网'■以 


□ 




□问问 q 问问 p 


咖1け时恤I 

iffli 


が 


c 11|[I CCD [] [][ 1 r I c I 


1 

キジ (8) 

2 

システム基巧 


8. システム基板を持ち上げて取り出します。 

A を意： システム$なを交換する場合は、巧換用のシステム基巧と巧存のシステム基板を品比べて、部品が正しいことを巧なします。 

^ メモ： 交換巧システム基板上のコンポーネントおよびコネクタの一部は、既存のシステム基板上にあるコンポーネントおよびコネクタとは別の場所にある場合があります。 
b メモ： 交換巧のシステムをあ上のジャンパは、工場出荷時に設ま巧みです。 





























































9. システム基板のネジスとシャーシのネジ巧を揃えて、新しい、または交換用のシステムさキ反の方向を合わせます。 

10. 8本のネジを綿めて、システム基板をシャーシに固をします。 

11. システム基板から取りかしたケーブルを取り付けます。 

12. メモリモジ ュー ルを巧リイ汁けます （ メモリモジュールの巧 巧 を 参照）。 

13. プ□セツサを取りかけます ( ブロセツサの的り がけ を を昭）。 

A を意： ヒ-トシンクアセンブリが正し<ち蒲され、しっか y 固をされているか巧度します。 

14. システム基板のお張力ードをすべて取り付けます （ PCI Express 力ードの取り かけ を 参照）。 

15. コンピュータカバーを取 y せけます ( コンピュータカバーの交 赖 を参 障.）。 

16. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電厢を入れます。 

17. 必要に応じてシステム BIOS をフラッシュします。 


& メモ； BIOS のフラッシュに閱する詳細は、 フラッシュ BIOS を参照してください。 
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セットアップューティリティ 

Dell Studio XPS™ 435MT サー ビス マニュアル 

♦ MM 

♦ バスワードを忘れたとき 

♦ CMOS 設定のクリア 
♦ フラッシュ BIOS 


概要 

セットアップユーティリティは巧の場合にほ用します。 

I お巧いのコンピュータじ/、ードウエアの追加、を更、または取り外しを斤った後のシステム設定情報の変更 
I ユーザーパスワードなどのユーザー選が可能なオプションの設定または変更 
I 現在のメモリ容量の確認や、取り付けられた/\ードディスクドライブの種類の設定 

へ を 意： コンピュータに巧しいホな州王、このプログラムの お ミを g ちしないでください。 投 ミを 阳 違えるとコンピュータが正かこ 動 ホしなくなる可化化があ y ます。 

b メモ： セットアップユーティリティをををずる前に、セットアップユーティリティ国面の情報を後で参障.できるようにメモしてお<ことをお勧めします。 

セットアップユーティリテイの起動 


1. コンピュータの電源を入れます(またはち起動します）。 


2. 青い DELL ™ のロゴが表示されたら、 F 2 プロンプトが表示されるのを待ち、き示後すぐに<口>を巧します。 


& メモ： F 2 プロンプトは、キーボードが巧期化されたことを示します。このプロンプトは暧時に表示されるため、き示されるのをを意して待ち、 < F 2> を巧す必要があります。プロンプトが表 
示される前に<口>を押した場合、そのキーストロークはお巧されます。キーを巧すタイミングが遅れて 0 S のロゴが表示されてしまったら、 Microsoft ® Windows ® デスクトップが 
表示されるのを待ち、コンピュータをシャットダウンして操作をやりなおしてください (コンピュータの電源を切 るを参照）。 


セットアップユーティリティ面面 

セットアッブユーティリティ画面じは、お使いのコンピュータの現在の設定または変更可能な設定の情衝がき示されます。画面の情報は、オプションのリスト、アクティブなオプションのフィールド、キー操 
巧という3つの領域に分割されています。 


Menu - セットアップユーティリティウィンドウの最上部に表示されます。このフィールドじは、セットアップユーティリティホブシヨンにアクセスするためのメニユーが用意されています。移動するには、 
<卜>および <->> キーを巧します。 Menu オプションをハイライト表示ずると、お使いのコンピュータに取り付けられたハードウエアを定義するオプションが Options List に表示されます。 


Options List - セットアップユーティリティウィンドウの左側に 
き示されます。このフィールドには、取り付けられたハードウェア、 
省電力機能、およびセキュリティ磯能を含む、コンピュータの構成 
を定義するオプションが表示されます。 

上下矢 E ロキーを使用して、リストを上下にスクロールします。ホブ 
シヨンをハイライト表示すると、そのオプションの現在の設定およ 


Options Field - Options List のち側に表示されます。 Options List に表示され 
たをオプションの情報を示します。このフィールドでは、お使いのコンピュータに関する情報 
を表示したり、現在の設定を変更したりできます。現なの設定を変更するには、 < Enter > 
を巧します。 Options List に房るには、 < ESC > を巧しまず。 


Help - セットアップユーティリティの 
ち測に表示されます。 Options List 
で選巧したホプシヨンのヘルプ情報を 
しまず。 


び利用可能な設定が Options Field に表示されます。 


メモ； Options Field に表示されている設定ロホ、変更できないものもあります。 
Key Functions - Options Field の下に表示されます。アクティブなセットアップユーティリテイフイールドのキーとその機能を一黄表示します。 


セットアップユーティリティのオプション 

b メモ： お使いのコンピュータおよび巧り付けられているデバイスによつロホ、本項に一監表示された項目がない場合、または異なる場合があります。 


System 1 nfo 

BIOS Info 

BIOS のバージョン番号および日巧の情報が表示されます。 

System 

システムモデル番号を表示します。 

Asset Tag 

シャーシの Asset Tag を表示します。 

Service Tag 

コンピュータのサービスタグが表示されます。 

Processor Type 

プロセッサの種類を表示します。 

Processor Cache L2 

プ□セツサの L 2 キャッシュサイズを表示します。 

Processor Cache し 3 

プ□セツサの L 3 キャッシュサイズを表示します。 
























Limit CPUID Value-Enabled または Disabled (デフオルトは Disabled ) 

Intel ® Virtualization Tech - Enabled または Disabled (デフオルトは Enabled ) 
Execute Disable Bit-Enabled または Disabled (デフホルトは Enabled ) 
Hyper-Threading - Enabled または Disabled (デフホルトは Enabled ) 

Multiple CPU Core - All 、 1、または 2 (デフオルトは All ) 

Intel Speed ステップ t " Tech - Enabled または Disabled (デフホルトは Enabled ) 


I USB Controller - Enabled or Disabled (デフホルトは Enabled ) 

I USB Operation Mode-High Speed または Full/Low Speed (デフオルトは High Speed ) 


II Advanced Chipset 


II SATA Mode 




-ザーが LAN を介してコンピュータにアクセスしようとすると、コンピュータの電源がオンになります。デフオルトは Enabled で 


停電から回復したをのシステムの動けを指定します。 

〇 On - 電源障害から回復した後でコンピュータをオンにします。 

〇 Off -コンピュータの電源をオフのままにします。これがデフォルトの状態です。 
〇 Last - コンピュータを電源廣害の発生前と同じ電源状態に戻します。 


コンピュータの電源を自動的にホンにずるアラームの設定が可能になります。 


コンピュータの電源を自動的にホンじする日付の設定が可能になります。 


コンピュータの電源を自動的にホンじする時間の設定が可能になります。 































































BIOS Security Features 


Suoervisor Password 

インストールされたスーパーバイザのステータス 

User Password 

インストールされた ユー ザーのステータス 

Set Supervisor Password 

希望のスーパーバイザパスワードを設定することが可能になります。 

User Access Level 

スーパーバイザパスワードが設定されてし、る場合に限り.ユーザーのアクセスレベルを変更することが可能になります。 

Set User Password 

スーパーバイザパスワードが設定されてし巧場合に限り、を望のユーザーパスワードを設定することが可能になります。 

Password Check 

Setup . Always (デフオルトは Setup ) このオブシヨンは、スーパーバイザパスワードが設定されてし、る場合に限り使巧巧能です。 

Exit 

Exit Options 

Load Default、Save and Exit Setup および Exit Without Saving のホブシヨンを提供します。 


Boot Sequence 

この裸能で、デバイスの起動順巧を変更できます。 

起動オプション 

I Hard Drive - コンピュータはプライマリ m- ドディスクドライブからの起動を試みます。 OS がドライブにない場合、コンピュータはエラーメッセージをま成します。 

I CD / DVD Drive - コンピュータは CD ドライブからの起動を試みます。ドライブに CD / DVD がない場合、あるいは CD / DVD にオペレーティングシステムがない場合、コンピュータはエラー 
メッ去ージを生巧します。 

I USB Flash Device - USB ポートにメモリデバイスを挿入し、コンピュータを再起動します。画面の右上ちに f 12 。 Boot Menu と表示されたら、 < F 12> を巧します。 BIOS がデバイス 
を認識し 、 USB flash オプションを起動メニューに追加します。 

。 メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能でなければなりません。お使いのデバイスが起動可能デバイスであることを巧詔するには、デバイスに付属のマニュアルを参 
照してください。 

一回のみの起動順巧のを更 

この磯能を利用して現巧の起動順をを変更します。例えば 、 『Drivers and Utilities ! メディアから Deli Diagnostics (餘断)プログラムを実巧するため、 CD / DVD ドライブから起動します。彰おテス 
卜の完了を、起動順をはな前の順序に戻ります。 

1. USB デバイスから起動する場合、 USB デバイスを USB コネクタに巧続します。 

2. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

3. 画面のち上角に F2 。 Setup 、 F12 。 Boot Menu と表示されたら、 < F 12> を押します。 

キ-を押すタイミングが遅れて 0S の□ゴが表示されてしまったら、 Microso 行 Windows のデスクトップが表示されるのを待ち、コンピュータをシャットダウンして操巧をやがよおしてください。 
すべての使用可能な起動デバイスを一黄表示した Boot Device Menu (起動デバイスメニュ ー) が表示されます。をデバイスには、横に番号ががいています。 

4. Boot Device Menu で、起動を実斤したいデバイスを選巧しまず。 

たとえば、 USB メモリキーから起動する場合は、 USB Flash Device(USB フラッシュデバイス)をハイライト表示して < Enter :> を巧します。 

。 メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能でなければなりません。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動可能であるか巧認してくださし、。 


次回からの起な順序のをま 


1. セットアッブユーティリティホ起動します （ セットアップユーティリティの 起動 を 参鹿）。 

2. 矢印キーを使って Boot Device Configuration メニューホプシヨンをハイライト表示し、 < Enter > を押してメニユーにアクセスします。 
^ メモ： 後で元に戻すこともできるよう、現在の起動順をを書き留めておきます。 

3. デバイスのリスト巧を移動するには、上下矢印キーを巧します。 

4. デバイスの起動優先順位を変更するには、プラス （+) またはマイナス (-) を巧します。 


パスワードをちれたとき 














^ 養吿； パスワード股ををクリアするには、コンピュータをコンセントから外してお < 化巧があ y ます。 


1. の丰 I 旧に従って作業して<ださい。 巧業を開始する前に 

2. コンピュータカバーホ取りがします （ コンピュータカバーの交 抱 を 参睛）。 

3. システム基板上の3ピンパスワードコネクタ （ PSWD ) を確認します。 （システムを巧のコンポーネント を参照）。 



4. 2ピンジャンパプラグを2番ピンと3まピンから外し、1番ピンと2番ピンに取り付けます。 

5. パスワードがクリアされるまでお5砂お待ちください。 

6. 1番ピンと2まピンから2ピンジャンパブラグを外し、2番ピンと3番ピンに取りかけてパスワード機能を有如こします。 

7. コン ピュ ータ カバーホ取りかけます ( コン ピュータカバーの交 抱 を を睛）。 

8. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


CMOS 設定のクリア 

^ 警告： 本巧の手旧を曲拍する前に、コンピューかこ付*しているガイドの巧をにお巧いいただくためのを意事巧を»み、その巧示に巧ってください。 
^ 警告； CMOS 投ををクリアずるには、コンピュータをコンセントからかしておく必要があ y ます。 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従って作業してください。 

2. コンピュ ータカバーを 取りかします ( コンピ ュータカバーの 交赖 を 参照）。 

3. システム基板上の3ピン CMOS コネクタ （CLR CMOS ) を見つけます ( システムぶ板のコンポーネント を参照）。 




























4. 2 ピンジャンパプラグを 2 番ピンと3 ま ピンから外し、1番ピンと2番ピンに取り付けます。 

5. CMOS 設定がクリアされるまで約5秒お待ちください。 

6. 2ピンジャンパプラヴを1番ピンと2番ピンから外し、2番ピンと3番ピンに取りがけます。 

7. コンピュータカバーを取 y 付けます ( コンピュータカバーの交 赖 を参障.）。 

8. コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

フラッシュ BIOS 

BIOS は、アッブデートが利用巧能な場合やシステム基板を交換する場合にフラッシュを行う必要があります。 

1. コンピュータの電源を入れまず。 

2. おほいのコンピュータの BIOS アップデートファイルをデルサポートサイト support . jp . dell.com で検索してください。 

じ メモ： アメリカなかの地域では、デルサポートサイトの下卽にあるドロップダウンリストから、お客様の国または地域を選キ尺して、お使いのコンピュータ用の BIOS アップデートファイルを 
検索します。 

3. Download Now (今すぐダウンロード)をクリックしてファイルをダウンロードします。 

4. Export Compliance 防 sclaimer (輪出じ関するコンプライアンスの免責事項）ウィンドウが表示されたら、 Yes , I Accept this Agreement (同意します)をクリックします。 

File Download (ファイルのダウン□-ド)ウィンドウが表示されます。 

5. Save this program to disk にのプログラムをディスクに保存します)をクリックし、 OK をクリックします。 

Save In (巧巧先）ウィンドウが表示されます。 

6. 下矢印をクリックして Save In (保存先)メニューを表示し Desktop (デスクトップ)を選巧して Save (保存)をクリックします。 

ファイルがデスクトッブにダウンロードされます。 

7. Download Complete (ダウン□-ドの完了）ウィンドウが表示されたら、 Close (閉じる)をクリックします。 

デスクトップにファイルのアイコンが表示され、そのファイルにはダウンロードした BIOS アッブデートファイルと同じ名前が付いています。 

8. デスクトップ上のファイルのアイコンをダブルクリックし、画面の指示にがいます。 
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技術概要 

Dell Studio XPSt " 435 MT サー ビス マニュアル 

♦ コンピュータ内自 
♦ システムさ巧のコンポーネント 

^ 警告： コンピュータ内部の作業を枯める前に、お巧いのコンビュータに付属しているガイドの、安全にお巧いいただくための注意事巧をお技み<ださい。巧をにも'巧いいただ<もめ 
のべストプラクティスのを化情巧に曲しては、規制順守ホームぺージ www . dell . com / regulatory _ compliance をご)|ください。 


コンピュータ内部 



1 

/\-ドディスクドライブ 

2 

Flex Dock 

3 

電源装置 

4 

光学ドライブ 


システム基板のコンポーネント 














































































1 

プ□セッサソケットに PU ) 

2 

プロセッサフアンソケット （ CPU _ FAN ) 

3 

メモリモジユールコネクタ ( DIMM _4) 

4 

メモリモジユールコネクタ （DIMM 1) 

5 

メモリモジユールコネクタ 

DIMM 5 

6 

メモリモジユールコネクタ （ DIMM _2) 

7 

メモリモジユールコネクタ （DIMM 6) 

8 

メモリモジユールコネクタ （DIMM 3) 

9 

主電源コネクタ （ PWR 1) 

10 

パスワードジャンパ （ PSWD ) 

11 

シリアル ATA ドライブコネクタ ( SATA 3) 

12 

シリアル ATA ドライブコネクタ ( SATA 2) 

13 

シリアル ATA ドライブコネクタ ( SATA 1) 

14 

シリアル ATA ドライブコネクタ ( SATA 0) 

15 

前面パネルコネクタ （ FP 1) 

16 

カードリーダー USB コ木クタ （F USB 1) 

17 

前面 USB コネ、クタ （ F _ USB 2) 

18 

前面 USB コ本クタ （F USB 3) 

19 

FlexDock USB コネクタ （ F _ USB 4) 

20 

CMOS ジャンパ ( CLR _ CMOS ) 

21 

前面1394コネクタく F _ 139 4) 

22 

S/PDIF 出カコネクタ ( SPDIF _0 UT 1) 

23 

前面ホーディホコネクタ （ F _ AUDIO ) 

24 

PCI Express xl コネ-クタ 
( PCI-EX し 2) 

25 

PCI Express xl 6 コネクタ 
( PCI - EX 16—1) 

26 

バッテ ij ソヶット ( BAT ) 

27 

PCI Express xl コオ、クタ 
( PCI-EX し 1) 

28 

PCI Express xl コネ、クタ （ PCI _ EX 1_0) 

29 

フアンコネクタ ( AUX _ FAN 1) 

30 

プ□セッサ用電源 （ PWR 2) 
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Dell Studio XPS," 435T/ 9000 サー ビス マニ ュ TV レ 

メモ、を意、普告 

。 メモ： コン ピュータを使いやす<するための重要な情報を説明してしなす。 

A を意： "ードウエアの損*またはデータの提失の可お性あることを示し、巧坦を回巧する方まを巧巧しています。 

A 警告： 物的損害、けが、または死亡のほ因となる可おせがあることを示しています。 

この文書の情報は、事前の通巧な <* 更されることがあ y ます， 

© 2009 すべての着か極は Dell Inc. にわります . 

Dell Inc. の書面による許可のない複卽ホ.いかなるお励こおいてもお重に禁じられています。 

本書で巧用される商標： Del し DELL のロゴ、および Studio XP5 は. Dell Inc, の商標です。 I ntel は、 Intel Corporation の米国およびその化の国々における登録商標です。 Microsoft. Windows. Windows Vista、 およ 
び Windows Vista スタートボタンのロゴは米国およびその化の国における Microsoft Corporation の商おまたはき録商读です。 

この义書では.上記記®&かの商语およびをなをが巧用されている場合があ y ます。これらの商傳や会社ちは-一切 Dell Inc. じ质属するものではありません。 

2009 年 3 月 Rev.AOO 
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トップカバーの交換 

Dell Studio XPS ™ 435 T / 9000 サー ビスマニ ュ TV レ 

^ 警告； コン ピュータ巧部の作業を枯める前に、お巧いの コン ピュー かこ 付属しているガイドの、安全にお巧いいもだくためのを意事項をお«み<ださい。巧をにお巧いいただけこめ 
のべストプラクティスのを加情巧に曲しては、規制順守ホームぺージ www . dell . com / regulatory . compliance をご)!ください。 

1. 巧業を閱始ずる 前に の手 IIIM じなって作業して < ださい。 

2. コンピュ ータ カバーを取りかします ( コンピ ュータ カバーの取り巧け を参照）。 

3. 前面パネルを取り列•します ( 前面パネルの 交換 を 参照）。 

4. トップカバーをコンピュータに固定する2本のネジを外します。 

5. トッブ I/O パネルからケーブルを取り外します。 



1 

トップカバー 

2 

ネジ （2) 

3 

I / O パネルケーブル 




6. 片手でリリースタブを引き、トップカバーをスライドさせてシャーシから外します。 

7. トップカバーから電ミ原 LED ケーブルを取りかします。 































1 

電源 LED ケーブル 

2 

リリースタブ 


8. I/O パネルを取りみします （ I / O パネルの巧り付け ホき照）。 

9. コンピュータトッブカバーをま全な場巧に置いておきます。 

10. トップカバーを取り付ける I こは、取り外し手順を逆の順をで実行します。 
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I / O パネルの取りかけ 

Dell Studio XPS ™ 435 T / 9000 サー ビスマニ ュ TV レ 

^ 警告； コンピュータ巧部の作業を枯める前に、お巧いのコンピューかこ付属しているガイドの、安全にお巧いいもだくためのま意事項をお読み<ださい。巧をにお巧いいただけこめ 
のべストプラクティスのを加情巧に曲しては、規制順守ホームぺージ www . dell . com / regulatory . compliance をご)!ください。 

1. 巧業を閱始ずる 前に のキ IIIM じなって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします ( コンピュータカバーの取リイ寸 け を参照）。 

3. 前面パネルを取り列•します ( 前面パネルの 交換 を 参照）。 

4. トッブカバーを取りかします （ トップカバーの 交換 を 参照）。 

5. I / O パネルに接続されているすべてのケーブルをシステム基板から巧します。 
t I / O パネルをトップカバーに固定している2本のネジを巧します。 

7. I / O パネルをコンピュータから慎重に取り巧します。 



1 

トツ ブ カバー 

2 

I / O パネル 

3 

ネジ (2) 




8. I / O パネルを取リイ寸けるロホ、 I / O パネルをトップカバーに固定するネジを取り付けまず。 

9. トッブカバーを取りがけます （ トッブカバーのを 梅 を 参聞）。 

10. ケーブルを取り付けます。 

11. 前面パネルを取りがけます ( 前面パネルの 交赖 を 参照）。 

12. コンピュータカバーを取り付けまず (コンピュータカバーの 取り付けを 参照）。 


13. コンピユータとデバイスをコンセントに接続して、電ミ原を入れます。 
























